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入院期間については現時点で予想されるものです。
文書No.17418（★75101）　原本：現場スキャン後患者さん控え

備考

担当看護師：

説明

●看護師から入院生活に
　ついて説明があります

●ソーシャルワーカーからご家族へ説明があります
（日程は調整可能）

●準備物品（バスタオル１枚、フェイスタオル３枚、
　胸帯１枚、オムツ２枚）

検査

●採血
●胸部レントゲン

●心電図検査
　を行います

●胸部レントゲンを撮ってから病棟に
　戻ります
●心電図検査を行います

●採血
●胸部レントゲン

●心電図検査
   を行います

食事

●食事ができます ●午前手術の方は朝食、
　午後手術の方は昼食は
　食べられません
（喉をうるおす程度の飲水
は可能です）

●帰室時より飲水ができます
●帰室2時間後より食事ができます
（おにぎり食を準備しています）

●食事ができます

活動

●医師の指示に従ってください ●医師の確認後よりトイレ歩行
　可能です

●歩行可能です
（医師の指示で変更になる場合があります）

清潔
●退院後から入浴
　できます

●シャワーができます

●帰室後、ベット上安静です
　(ベッドアップ45度まで可能)

●医師の指示に従ってください ●体拭きをお手伝いします

内服薬 ●医師の指示に従ってください

●ペースメーカー
　チェックをします
●心電図モ二ターを
　外します

点滴

●左腕に点滴の針を入れ
　ます

●左腕から点滴を開始
　します
●右腕に点滴の針をいれ
　ます
●手術室入室前に抗生剤を
　点滴します

●右腕から点滴を行い、左腕の点滴の
　針を抜きます
●帰室してから抗生剤を点滴します

●点滴を継続します
●抗生剤を点滴します
　（1日2回　10時、22時）

治療
処置

●心電図モニターを装着
　します

●女性は病棟で尿を出す管
　を入れます
　(男性は手術室で入れます)

●寝台車で病棟に戻ります
●胸帯・弾性ストッキングを装着
　します

●看護師が胸帯を外します
●朝食前に医師が創部を処置
　します
●午前中に尿を出す管を外します
●弾性ストッキングを外します

●ペースメーカー
　チェックをします
　（状況次第で前後
 　します）

●点滴終了です
午前中に点滴ライン
を抜きます

達成目標 1．不安なく治療が受けられる
2．手術後、安静を守ることができる
3．合併症を起こさず回復できる

4．合併症を起こさず回復できる
5．退院後の生活を理解できる

月/日 （　 　/        ） （　 　/        ） （　 　/        ） （　 　/        ） （　 　/        ） （　 　/        ）

ペースメーカー植込み術クリニカルパス
(埋没法)

経過 手術前日
手術当日

術後1日目
手術前 手術後

様へ ID: 担当医：

2023年4月作成

患者・家族

●採血
●胸部レントゲン
●心電図検査
●長時間心電図を
　行います

●看護師からペース
　メーカーパンフ
　レットの説明が
　あります

●医師から退院後
の
　生活について説
明
　があります

術後2日目 術後3日目
術後4日目
(退院日)
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